




母児間の血液型不適合妊娠は,理論的にはあらゆる血液型因子について成立し得るもので

あるが,日本人に於ける新生児溶血性疾患の原因となる血液型は,ABO 式血液型を除く

と,Rh-Hr式血液型のD因子,E因子に次いではDiego血液型によるものが多いといわれてい

る 1)。しかし Diego 抗原の免疫原性は比較的弱いために,たとえ,直接グロブリン試験が陽

性でも,臨床症状を示さない場合が多いとされている。したがって,Diego 不適合妊娠によ

る新生児溶血性疾患についての報告は,現在まで僅か数例に過ぎない 1-3）。 

今回私共は Diegoa 因子単独不適合妊娠による新生児高ビリルビン血症を経験したので報

告する。 


